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特集 平成22年度決算 
北小建設終了で大幅減額 2

過去最高　一般質問に10人 8～17

新築　南小学校 20
あれからどうなった 一時保育は北保育園で 21

議会だより 議会だより 



歳入 

北
小
建
設
終
了
で
大
幅
減
額 

平成22年度決算を認定 
一般会計歳入決算額 76億3269万円 
（前年比20億2400万円減） 

9月定例会は、9月1日より２０日までの２０日間の会期で開
催されました。 
町提出議案は２２年度決算認定のほか、条例制定や補正

予算など全部で１２議案、議員からは私学助成の増額と拡充
に関する意見書など4議案が提出されました。 
採決の結果、２２年度決算認定、税条例等の一部改正、国

民健康保険特別会計補正予算は賛成多数で可決、浜岡原
発の永久停止、老朽化した敦賀原発・美浜原発の延命中止
と再生可能エネルギーへの転換の促進を求める意見書は否
決、他の議案はいずれも全会一致で可決しました。一般質
問では、過去最高の１０人が町政全般にわたり質問しました。 

町税 65.6% 
50億363万円 

繰越金 6.1% 
4億6824万円 

県支出金 4.7% 
3億6224万円 

地方消費税交付金 4.5% 
3億4746万円 

諸収入等 11.1% 
8億4145万円 

町債（借金） 1.3% 
1億円 

国庫支出金 6.7% 
5億967万円 

大口北小学校 大口北小学校 
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歳出 

決
算
額
減
額
の
主
な
要
因

は
、
北
小
学
校
の
移
転
改
築

事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
る
も

の
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
財
政
力
指
数
等
の

低
下
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

様
々
な
財
政
分
析
指
標
に
よ

れ
ば
引
き
続
き
健
全
な
状
態

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
 

一般会計歳出決算額 73億7235万円 
（前年比18億1600万円減） 

総務費 19.4% 
14億3172万円 

民生費 27.6% 
20億3216万円 

教育費 17.6% 
12億8917万円 

土木費 13.4% 
9億8831万円 

衛生費 8.7% 
6億4447万円 

消防費 5.0% 
3億7024万円 

公債費（借金の返済） 
2億594万円 2.8%

商工費 1.7% 
1億2879万円 

農業費 1.7% 
1億2725万円 

議会費 1.6% 
1億1476万円 

労働費 0.5% 
3954万円 

会　計　名 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

介 護 保 険  

公共下水道事業  

後期高齢者医療  

農業集落家庭排水事業 

社 本 育 英 事 業  

国 際 交 流  

老 人 保 健  

土 地 取 得  

小 計  

合 計  

歳入決算額 

76億3269万円 

19億8109万円 

7億9149万円 

7億3353万円 

1億6066万円 

2224万円 

560万円 

89万円 

53万円 

26万円 

36億9629万円 

113億2898万円 

歳出決算額 

73億7235万円 

18億4330万円 

7億6506万円 

7億3353万円 

1億6007万円 

2224万円 

30万円 

16万円 

53万円 

26万円 

35億2545万円 

108億9780万円 

差引額 

2億6034万円 

1億3779万円 

2643万円 

0万円 

59万円 

0万円 

530万円 

73万円 

0万円 

0万円 

1億7084万円 

4億3118万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

■平成22年度会計別歳入・歳出決算額 

■税目別収入の比較 

※各項目の単位未満を四捨五入したため、差し引き等が合わない個所がある。 

固定資産税 
0

5

10

15

20

25

30

個人町民税 法人町民税 

（単位：億円） 

22年度決算額 

21年度決算額 

■財政分析指標の推移 

 

財政力指数 

（単年度） 

経常収支比率 

実質収支比率 

公債費比率 

20年度 

1.74 
 

65.7％ 

7.0％ 

0.6％ 

21年度 

1.42 
 

78.4％ 

6.3％ 

0.1％ 

22年度 

1.09 
 

73.7％ 

3.7％ 

△0.9％ 

【監査意見】 
　一般会計並びに9特別会計、基金運用状

況、財産調書の監査は、6月1日から8月

10日まで実施した。いずれも正確に処理

されており適正であることを認めた。 
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請願・陳情 請願・陳情 
9月定例会に提出された請願・陳情は、所管の常任委員会で審査しました。 
その後の本会議で妥当であると判断されたものは、国の機関などへ議会から意見書を送付します。 

定数改善計画の早期実施と義務教育費 
国庫負担制度拡充を求める意見書 

（要　旨） 
　いじめや不登校、非行問題行動を含めた、子ど
もたちを取り巻く教育課題は依然として克服され
ていない。また、特別な支援を必要とする子ども
や日本語教育の必要な子どもも多く、適切な支援
を行うための十分な時間が確保できないなどの課
題にも直面している。 
　また、三位一体改革により、義務教育費国庫負
担制度の国庫負担率は、2分の1から3分の1に引
き下げられ、自治体財政を圧迫している。 
　義務教育費国庫負担制度を堅持すること、また、
国庫負担率を2分の1へ復元することは、国が果た
さなければならない大きな責任の一つである。 
　平成24年度の政府予算編成にあたり、十分な教
育予算を確保されるよう強く要望する。 

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 
（要　旨） 

　地方自治体では、財政難を理由とした私学助成削減の動きが急速に
広がっている。私学へも一定の就学支援金が支給されたものの、今な
お私学の生徒と保護者は高い学費、公私間格差を強いられている。 
　愛知県下の高校生の3人に1人は私学で学んでおり、私学も公立と同
様に、公教育を担う教育機関である。そして、私学は独自の伝統、教
育システムに基づく教育を提供し、教育改革に積極的な役割を果たし
てきている。 
　よって、私立高等学校以下の経常費補助の一層の拡充を図られるよ
う強く要望する。 

愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書 
（要　旨） 

　愛知県においては、学費と教育条件の公私間格差是正と父母負担軽
減を目的として、「経常費1/2助成（愛知方式）」、「授業料助成」な
ど、各種助成措置を講じてきたところである。 
　私学も公立と同様に、公教育を担う教育機関であり、愛知県下の高
校生の3人に1人は私学で学んでいる。そして、私学は独自の伝統、教
育システムに基づく教育を提供し、教育改革に積極的な役割を果たし
てきている。 
　よって、経常費助成についても、国から財源措置のある国基準単価
を土台に、学費と教育条件の公私格差を着実に是正できる施策を実施
することを要望する。 

【
請
願
】
 

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実

施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

　
請
願
者
 

尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

執
行
委
員
長
　
高
木
潔
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
 

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実

施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

提
出
（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

・
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
提
出
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

 ・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増

額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

提
出
（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

【
議
員
提
出
議
案
】
 

・
浜
岡
原
発
の
永
久
停
止
、

老
朽
化
し
た
敦
賀
原
発
・
美

浜
原
発
の
延
命
中
止
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
提

出
　
（
賛
成
少
数
で
否
決
）
 

【
陳
情
】
 

・
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
陳
情
書
 

 ・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増

額
と
拡
充
に
関
す
る
陳
情
書
 

 ・
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担

を
軽
減
し
、
学
費
の
公
私
格

差
を
是
正
す
る
た
め
に
市
町

村
独
自
の
授
業
料
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
陳
情
書
 

　
取
扱
団
体
 

私
学
を
よ
く
す
る
愛
知

父
母
懇
談
会
 

　
会
長
　
横
井
暢
彦
 

愛
知
私
学
助
成
を
す
す

め
る
会
 

　
会
長
　
中
川
初
枝
 

議員提出議案 議員提出議案 

意見書提出 
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問 □ 問 □ 

問 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 答 □ 

平成23年度国民健康保険補正予算に対する討論 

質疑あれこれ質疑あれこれ

西
保
育
園
、
中
保
育
園

の
工
事
執
行
残
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
当
初
予
算
に
は

北
保
育
園
未
満
児
室
避
難
通

路
設
置
工
事
が
含
ま
れ
て
い

た
。
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
 

北
保
育
園
の
工
事
は
予

定
ど
お
り
完
了
し
て
い
る
。

西
、
中
保
育
園
と
も
予
定
よ

り
安
く
工
事
が
で
き
、
完
了

し
て
い
る
。
 

北
小
の
跡
地
に
設
置
し

た
も
の
と
、
聞
い
て
い
る
が

ど
の
あ
た
り
か
。
 

位
置
は
、
旧
北
小
学
校

プ
ー
ル
の
跡
地
を
利
用
し
て

い
る
。
 

北
小
の
跡
地
は
、
開
放

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
草
が

か
な
り
生
え
て
い
る
。
 

今
後
、
草
刈
り
の
費
用
が

発
生
し
て
く
る
と
思
う
が
（
人

が
使
え
ば
、
草
も
抑
え
ら
れ

る
の
で
）
開
放
で
き
な
い
も

の
か
。
 

管
理
は
、
平
成
２３
年
度

よ
り
生
涯
学
習
課
で
し
て
い

る
。
 

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
試

行
的
に
町
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。
草
も
か

な
り
伸
び
て
い
る
状
況
な
の

で
、
業
者
に
連
絡
し
、
早
速

草
刈
り
を
す
る
。
 

平
成
２３
年
度
給
付
費
予

算
額
は
、
い
く
ら
計
上
し
て

い
る
か
。
 

１４
億
2
5
8
0
万
1
千

円
を
計
上
。
 

事
業
の
大
半
を
占
め
る

医
療
給
付
費
が
予
算
を
上
回

っ
た
と
き
の
た
め
に
3
％
の

予
備
費
を
計
上
す
る
こ
と
が

言
わ
れ
て
い
る
が
、
4
2
0
 

0
万
円
ぐ
ら
い
に
な
る
。
一

方
、
財
政
調
整
基
金
に
約
7
 

6
0
0
万
円
の
積
立
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
予
備
費
に
必
要
額

を
充
て
た
あ
と
で
、
財
政
調

整
基
金
に
積
立
を
し
た
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。
 

今
回
の
補
正
予
算
計
上

は
、
平
成
２２
年
度
の
執
行
残

額
と
し
て
平
成
２３
年
度
に
繰

越
さ
れ
た
も
の
で
、
当
面
ほ

か
に
充
当
す
る
予
定
が
な
い

の
で
積
立
金
に
計
上
し
て
い

る
。
 

予
備
費
に
つ
い
て
は
、
ご

指
摘
の
3
%
の
基
準
が
あ
る

が
、
来
年
度
の
予
算
計
上
の

際
に
検
討
し
て
い
く
。
 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
の
前
年
度
の
繰
越
が

2
6
0
0
万
円
ほ
ど
あ
る
が
、

支
払
準
備
基
金
の
残
高
は
い

く
ら
に
な
る
か
。
 

1
億
5
0
0
0
万
円
ほ

ど
で
あ
る
。
 

全
体
の
予
算
が
約
8
億

円
に
対
し
て
、
支
払
い
準
備

基
金
が
1
億
5
0
0
0
万
円

と
は
基
金
と
し
て
は
か
な
り

大
き
な
割
合
と
思
わ
れ
る
。

町
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
を
待
っ
て
い
る
人
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。
ま

た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
何
を
し
て
い
る
の
か
。
 

県
が
、
7
月
２９
日
現
在

で
公
表
し
た
町
の
待
機
者
数

は
、
５６
人
。
特
養
の
施
設
整

備
は
、
圏
域
内
で
決
め
ら
れ

て
く
る
も
の
で
あ
る
。
今
年

度
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
9

人
）
を
誘
致
し
た
の
で
特
に

考
え
て
い
な
い
。
 

巡
回
バ
ス
を
、
江
南
厚

生
病
院
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
の

病
院
へ
回
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
全
町
的
に
あ
る
。

関
係
自
治
体
と
協
議
し
て
ほ

し
い
。
 

近
隣
市
町
で
、
尾
北
地

区
広
域
交
通
網
対
策
連
絡
協

議
会
を
組
織
し
て
い
る
。
名

鉄
路
線
の
柏
森
駅
へ
の
延
長

な
ど
、
協
議
会
へ
こ
ま
め
に

要
望
し
て
い
く
。
 

 

9月補正予算 
総務建設常任委員会 
文教福祉常任委員会 

丹
羽
　
勉
 

　
会
計
の
予
算
規
模
は
、

今
年
度
２０
億
円
を
超
え
、

そ
の
う
ち
保
険
給
付
費

は
約
7
割
に
も
達
し
て

お
り
、
１０
年
前
に
比
べ

て
５０
％
以
上
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
将
来
的

に
も
医
療
費
や
介
護
納

付
金
な
ど
の
支
払
額
の

増
加
が
予
測
さ
れ
、
財

政
調
整
基
金
を
活
用
し

た
予
算
の
安
定
策
は
、

制
度
を
よ
り
健
全
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も

必
要
な
も
の
で
あ
る
の

で
賛
成
す
る
。
 

 

 

 

江
幡
満
世
志
 

　
現
在
の
調
整
基
金
が
、

平
成
２３
年
5
月
末
時
点

で
6
7
9
0
万
円
余
あ

り
、
今
回
9
月
補
正
に

お
い
て
、
7
6
4
8
万

6
千
円
を
基
金
積
立
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

保
険
基
盤
安
定
制
度
も
、

平
成
２６
年
度
ま
で
延
長

に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
年
度
よ
り
保

険
税
の
引
き
上
げ
、
加

入
者
の
負
担
増
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
国
保
予

算
の
算
定
な
ど
を
見
直

し
と
と
も
に
反
対
す
る
。
 

賛
　
成
 

反
　
対
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、可
決
可
決
 

（
賛
成
賛
成
１２
、反
対
反
対
２
）
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
１２
、反
対
２
）
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不
燃
物
集
積
場
整
備

事
業
補
助
金
 

保
育
園
整
備
事
業
 

北
小
跡
地
の
草
刈
り
を
 

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
予
備
費
は
 

介
護
保
険
特
別
会
計
 

巡
回
バ
ス
の
延
伸
を
 



問 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

当
初
は
、
2
0
0
万
円

予
算
を
組
ん
で
い
る
が
な
ぜ

1
0
0
万
円
減
額
し
た
の
か
。
 

当
初
は
、
人
事
評
価
制

度
の
研
修
を
考
え
た
が
、
東

北
の
震
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
受
入
作
業
の
経
験
を

し
、
大
き
な
研
修
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
、
専
門

的
な
研
修
に
変
更
し
て
い
く

た
め
減
額
し
た
。
 

２２
年
度
の
利
用
実
績
は
。
 

運
行
日
数
は
、
1
0
3

日
、
運
行
委
託
料
は
2
3
7

万
6
9
1
2
円
。
 

町
バ
ス
は
、
使
用
規
程

の
も
と
に
運
行
さ
れ
る
が
、

補
助
団
体
等
で
も
全
体
の
行

事
以
外
は
使
用
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
補
助
団

体
等
の
「
等
」
と
は
、
何
を

さ
し
て
い
る
の
か
。
 

具
体
的
に
は
、
小
学
校

の
遠
足
、
社
会
見
学
、
中
学

校
の
駅
伝
大
会
、
部
活
動
で

の
使
用
が
、
「
等
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

町
バ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ

な
制
限
が
あ
る
が
、
も
う
少

し
使
用
規
程
を
緩
和
で
き
な

い
か
。
 

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

全
体
行
事
と
な
っ
て
い
る
か

が
基
準
に
な
る
。
N
P
O
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
加
盟

団
体
や
そ
の
下
部
組
織
が
、

県
大
会
へ
参
加
す
る
な
ど
、

町
を
代
表
す
る
式
典
に
参
加

さ
れ
る
場
合
や
社
会
福
祉
協

議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
に
は
使
用
し
て
い
る
。
使

用
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
慎
重
に
判

断
し
て
い
く
。
 

昨
年
5
月
に
導
入
し
た

剪
定
枝
破
砕
機
か
ら
出
た
チ

ッ
プ
の
活
用
状
況
と
住
民
へ

の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
看

板
で
も
出
し
て
は
ど
う
か
。
 

活
用
の
現
状
は
、
道
路

の
植
樹
帯
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ

バ
ー
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
河
北

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
チ
ッ
プ

化
を
こ
れ
ま
で
の
県
外
か
ら

町
内
で
行
う
こ
と
で
、
2
人

の
雇
用
が
で
き
た
。
 

さ
ら
に
、
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
は
、
広
報
に
年
数
回
掲

載
し
て
い
る
。
看
板
設
置
の

提
案
に
つ
い
て
は
、
参
考
に

す
る
。
 

町
で
は
1
億
7
1
0
0

万
円
の
電
算
費
を
使
っ
て
い

る
が
、
会
社
な
ど
会
議
の
場

で
は
、
手
元
の
パ
ソ
コ
ン
で

情
報
を
得
な
が
ら
進
め
る
が
、

そ
う
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。
 

L
A
N
線
と
電
源
が
、

一
番
問
題
に
な
る
の
で
、
そ

れ
ら
の
改
修
工
事
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
す
ぐ
に
で
は

な
い
が
、
議
会
の
方
で
も
、

今
後
協
議
し
た
う
え
で
検
討

し
て
い
く
。
 

調
書
の
「
備
品
」
に
つ

い
て
、
取
得
価
格
が
８０
万
円

以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
根
拠
は
何
か
。
 

こ
れ
ま
で
は
、
３０
万
円

以
上
と
し
て
き
た
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
備
品
の

整
理
や
、
提
案
も
あ
り
、
規

則
の
見
直
し
に
よ
り
変
更
し

た
。
 資

源
ご
み
回
収
事
業
助

成
金
が
、
毎
年
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
何

か
。
 町

内
で
出
て
い
る
資
源

が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

回
収
さ
れ
て
い
る
場
所
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
地

区
で
の
回
収
、
新
聞
店
に
よ

る
回
収
な
ど
か
あ
る
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

税条例等の一部改正に対する討論 

宮
田
和
美
 

　
現
下
の
厳
し
い
経
済

状
況
及
び
雇
用
情
勢
に

対
応
し
て
、
税
制
の
整

備
を
図
る
た
め
の
地
方

税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
租
税
罰
則
の
見

直
し
に
よ
る
、
町
民
税

に
関
す
る
過
料
の
創
設

及
び
見
直
し
、
並
び
に
、

上
場
株
式
の
配
当
所
得

及
び
譲
渡
所
得
等
に
対

す
る
税
率
の
特
例
の
適

用
期
間
の
延
長
な
ど
、

所
要
な
整
備
が
図
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
適
正

な
条
例
改
正
だ
と
思
う

の
で
、
賛
成
す
る
。
 

 

  

吉
田
　
正
 

　
株
式
に
関
係
な
い
人

は
、
こ
の
減
税
に
関
係

な
い
ど
こ
ろ
か
、
復
興

の
た
め
の
大
増
税
だ
け

が
押
し
付
け
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
む
し
ろ
、

廃
止
さ
れ
た
定
率
減
税

を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
庶
民
の
味
方
に

立
っ
て
、
こ
の
議
案
に

反
対
す
る
。
 

質疑あれこれ質疑あれこれ

賛
　
成
 

反
　
対
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、可
決
可
決
 

（
賛
成
賛
成
１２
、反
対
反
対
２
）
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
１２
、反
対
２
）
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〈
２３
年
度
補
正
予
算
〉 

職
員
研
修
の
変
更
 

パ
ソ
コ
ン
の
有
効
利
用
 

町
バ
ス
の
使
用
規
程
を

緩
和
し
て
 

町
財
産
に
関
す
る
 

調
書
 

資
源
ご
み
回
収
事
業

助
成
金
 

剪
定
枝
破
砕
機
の
 

活
用
 

せ
ん
 て
い
 
し
 
は
 
さ
い
 
き
 



問 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 
質疑あれこれ質疑あれこれ

昨
年
度
緊
急
で
補
正
予

算
を
計
上
し
た
の
に
、
結
果

的
に
大
幅
な
減
額
し
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。
積
算
が
あ
い

ま
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
 

早
急
に
対
応
す
る
た
め

に
北
小
の
見
積
も
り
と
同
額

と
し
た
。
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
再
度
、
詳
細
設
計
を
し

た
結
果
、
残
額
が
生
じ
た
。
 

西
小
で
は
現
在
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
対
応
で

き
て
い
る
か
。
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

対
応
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
対
応
を
急
ぐ
予
定
。
 

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
配
線

の
入
替
え
と
聞
い
た
。
既
に

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
す
る
工

事
の
こ
と
か
。
 

西
小
の
地
デ
ジ
化
は
備

品
等
で
対
応
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
老
朽
化
し
た
配
線

そ
の
も
の
を
変
え
る
工
事
が

必
要
と
な
り
、
工
事
の
執
行

残
額
を
利
用
す
る
こ
と
で
今

回
計
上
し
た
。
 

工
事
は
、
補
正
予
算
を
認

め
て
い
た
だ
き
次
第
、
進
め

て
い
き
た
い
。
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

費
用
が
、
5
1
4
0
万
円
で

補
助
金
が
4
7
5
0
万
円
。

こ
の
不
足
分
は
ど
う
な
る
の

か
。
 建

設
地
は
、
下
小
口
地

内
。
補
助
金
は
、
基
準
額
以

上
は
で
き
な
い
の
で
不
足
分

に
つ
い
て
は
、
施
設
側
の
負

担
に
な
る
。
 

事
業
は
、
今
年
度
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
の
か
。
 

継
続
し
て
い
る
。
緊
急

連
絡
票
は
随
時
、
追
加
分
を

配
布
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
事
業
協
力
協
定
書

の
締
結
も
、
継
続
し
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
家
事
援
助
は
単

年
度
で
終
了
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
、
３０
分
に
つ
き
5
 

0
0
円
の
実
費
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
て
い
る
。
 

こ
の
事
業
を
継
続
し
な
が

ら
、
新
た
に
地
域
支
え
あ
い

事
業
も
本
事
業
の
一
つ
と
し

て
進
め
て
い
く
。
 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
の

地
デ
ジ
化
工
事
の
こ
と
か
。
 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
建

設
の
際
に
、
周
辺
住
民
に
対

策
し
て
き
た
１５
軒
の
共
聴
設

備
を
、
個
別
の
地
デ
ジ
化
に

す
る
た
め
に
上
限
3
万
円
で

行
っ
た
工
事
で
あ
る
。
 

使
用
料
の
減
免
の
詳
細

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

詳
細
の
規
定
は
、
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
が
、

ほ
か
の
施
設
と
同
等
の
内
容

と
す
る
予
定
。
ま
た
、
N
P
 

O
な
ど
へ
の
利
用
機
会
も
検

討
し
て
い
く
。
 

朝
9
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
、
連
続
し
て
使
用
で
き

る
か
。
 

連
続
で
貸
し
出
す
こ
と

は
可
能
。
た
だ
し
、
管
理
人

の
休
憩
の
た
め
正
午
か
ら
午

後
1
時
ま
で
は
使
用
で
き
な

い
。
よ
っ
て
こ
の
1
時
間
は

料
金
不
要
と
な
る
。
 

学
校
開
放
の
ニ
ー
ズ
と

現
場
の
管
理
方
法
は
ど
う
な

る
の
か
。
 

要
望
が
あ
っ
て
施
設
を

開
放
す
る
考
え
方
で
は
な
く
、

地
元
住
民
に
施
設
を
使
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

実
行
委
員
会
を
組
織
し
管
理

し
て
い
く
も
の
。
具
体
的
な

管
理
は
、
実
行
委
員
会
の
職

員
2
人
で
行
う
予
定
で
あ
る
。
 
平成22年度の決算認定に対する討論 

酒
井
　
治
 

　
前
年
度
比
で
歳
入
歳

出
と
も
に
大
幅
な
減
額

決
算
と
な
っ
た
が
、
そ

の
原
因
は
北
小
学
校
の

移
転
改
築
工
事
に
よ
る

も
の
。
厳
し
い
財
政
運

営
の
中
、
庁
舎
の
耐
震

補
強
工
事
の
完
了
、
南

小
学
校
の
新
築
工
事
に

も
着
手
で
き
た
。
財
政

分
析
指
標
を
見
て
も
、

引
き
続
き
健
全
な
状
態

が
保
た
れ
て
い
る
の
で

賛
成
す
る
。
  

 

 

吉
田
　
正
 

　
町
は
、
こ
れ
ま
で
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
福

祉
の
充
実
を
し
て
き
た
。

し
か
し
、
今
回
の
決
算

書
の
チ
ェ
ッ
ク
対
応
に

憤
り
を
感
じ
た
。
農
業

所
得
者
に
対
す
る
新
施

策
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
、
保
育
園
民

営
化
の
中
止
、
延
長
保

育
料
の
廃
止
、
放
射
能

汚
染
対
策
、
防
犯
灯
設

置
補
助
基
準
の
見
直
し
、

巡
回
バ
ス
の
延
伸
な
ど

の
問
題
を
指
摘
し
反
対

す
る
。
 

賛
　
成
 

反
　
対
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、可
決
可
決
 

（
賛
成
賛
成
１２
、反
対
反
対
２
）
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
１２
、反
対
２
）
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中
学
校
の
特
別
教
室

等
を
開
放
 

〈
２３
年
度
補
正
予
算
〉 

北
小
及
び
西
小
学
校
の

落
雷
防
止
工
事
の
減
額
 

〈
２２
年
度
決
算
〉 

高
齢
者
地
域
見
守
り

推
進
事
業
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

誘
致
 

西
小
の
地
デ
ジ
化
は
 

テ
レ
ビ
電
波
受
信
ア

ン
テ
ナ
設
置
工
事
 



9月定例会では10人が 
一般質問をしました。 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

土田　進  地
上
波
デ
ジ
タ
ル

放
送
移
行
に
伴
う

諸
般
の
問
題
を
問
う
。
 

①
高
齢
者
世
帯
で
対
応
で
き

な
か
っ
た
「
地
デ
ジ
難
民
」

は
な
か
っ
た
か
。
 

②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
か
。
 

③
過
去
1
年
間
に
不
法
投
棄

さ
れ
た
旧
型
テ
レ
ビ
台
数
及

び
撤
去
費
用
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
 

④
不
要
と
な
っ
た
家
電
品
の

回
収
に
ど
の
よ
う
な
指
導
と

対
策
を
し
て
い
る
か
。
 

⑤
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場

所
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。
 

①
高
齢

者
世
帯

に
は
、
民
生
委
員
や
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
個
別
対

面
で
案
内
す
る
な
ど
、
き
め

細
や
か
な
案
内
に
努
め
た
結

果
、
7
月
２４
日
以
降
問
合
せ

も
な
い
た
め
、
混
乱
な
く
移

行
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
 

②
町
主
導
の
誘
致
は
し
な
い

が
、
事
業
者
の
意
向
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。
 

③
平
成
２２
年
度
に
不
法
投
棄

に
よ
り
町
が
回
収
し
た
台
数

は
３２
台
で
あ
る
。
 

処
理
費
用
は
6
6
6
7
5
円
。
 

④
「
大
口
町
ま
ち
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
家
電
品
が
不
要
に

な
っ
た
と
き
の
処
分
方
法
を

Q
＆
A
で
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
、
啓
発
し
て
い
る
。
 

⑤
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
設

置
を
主
に
行
っ
て
い
る
ほ
か

多
量
の
場
合
は
、
廃
棄
物
処

理
法
違
反
で
警
察
に
告
発
し

て
い
る
。
 

 

   

7
月
3
日
に
国
道

1
5
5
号
線
、
豊

田
地
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
へ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。
 

①
こ
の
事
故
に
つ
い
て
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

た
の
か
。
 

②
事
故
の
教
訓
を
生
徒
の
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
活
か

せ
な
い
か
。
 

①
部
活

動
を
終

え
て
帰
宅
途
中
の
事
故
で
あ

っ
た
た
め
、
同
じ
部
に
所
属

し
て
い
た
生
徒
が
心
の
ケ
ア

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
愛
知

県
教
育
委
員
会
に
依
頼
し
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

緊
急
に
配
置
し
た
。
ま
た
、

各
小
中
学
校
に
対
し
て
、
通

学
路
の
安
全
に
つ
い
て
の
再

確
認
、
児
童
生
徒
の
交
通
安

全
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し

た
。
 

　
さ
ら
に
、
江
南
警
察
署
は

国
道
沿
線
沿
い
の
１５
事
業
所

に
対
し
て
、
緊
急
特
報
の
配

布
や
死
亡
事
故
看
板
の
設
置
、

事
故
現
場
周
辺
及
び
、
児
童

生
徒
の
多
い
地
区
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
た
。
 

②
登
下
校
の
安
全
確
保
は
、

通
学
路
の
整
備
、
通
学
の
支

援
、
児
童
生
徒
の
意
識
に
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
し
て
い

く
。
 

土
田 

土
田 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地上波デジタル放送移行 

住民への対応はできたか 
部長 町では混乱なく対応できた 

豊
田
の
交
通
死
亡
事
故 

登
下
校
時
の
安
全
対
策
を 

部
長 

関
係
機
関
と
連
携
強
化
す
る 

五条川の不法投棄現場 

おおぐち議会だより　No.188
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丹羽　孝  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

空き家対策に条例制定を 
部長 地域との連携強化で模索したい 

ひとつひとつの空き家が将来、
地域全体の問題になるかも 

新
公
会
計
制
度
は
町
全
体

の
指
標
と
し
て
も
必
要
 

①
総
務
省
は
、
わ

か
り
や
す
い
発
生

主
義
に
基
づ
い
た
新
公
会
計

を
公
表
す
る
よ
う
に
通
知
し

て
い
る
。
 

　
町
村
は
、
2
0
1
1
年
度

に
は
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
、
資
金
収
支
計

算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書

の
財
務
諸
表
4
表
を
作
成
し
、

公
表
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
る
。
 

②
現
在
の
公
会
計
の
意
義
と

限
界
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
 

①
町
で
は
、

総
務
省
方
式

改
訂
モ
デ
ル
で
、
財
務
4
表

を
作
成
し
て
お
り
、
最
終
段

階
で
近
く
公
表
す
る
。
 

②
従
来
の
会
計
制
度
で
、
不

十
分
な
点
を
補
う
意
味
合
い

で
の
取
り
組
み
と
考
え
て
い

る
。
 

情
報
公
開
は
わ
か
り
や
す

い
こ
と
が
第
一
 

行
政
の
情
報
公
開

と
は
、
単
に
行
政

が
用
い
て
い
る
情
報
を
そ
の

ま
ま
町
民
に
提
示
す
る
も
の

で
は
な
く
、
町
民
に
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
な
が

ら
、
客
観
的
な
情
報
を
提
示

す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
ど
う
か
。
 

特
に
、
財
政

状
況
は
、
住

民
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い

内
容
だ
が
、
非
常
に
わ
か
り

づ
ら
い
部
分
も
あ
る
。
「
ま

ち
の
財
布
」
の
よ
う
に
、
わ

か
り
や
す
い
表
現
で
、
今
後

も
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。
 

町
の
空
き
家
、
空

き
地
の
現
状
は
。

町
で
は

現
状
を

把
握
し
て
い
な
い
。
 

　
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
丹

羽
消
防
署
が
昨
年
１０
月
に
区

長
へ
依
頼
し
た
調
査
結
果
に

よ
れ
ば
、
３８
軒
の
空
き
家
が

あ
り
、
う
ち
5
軒
が
管
理
さ

れ
て
い
な
い
空
き
家
で
あ
っ

た
と
把
握
し
て
い
る
。
 

空
き
家
、
空
き
地

管
理
条
例
が
他
自

治
体
で
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

町
の
対
応
は
。
 

空
き
家

が
放
置

さ
れ
管
理
が
不
十
分
に
な
る

と
、
犯
罪
や
火
災
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
。
ま
た
、
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
 

　
条
例
を
制
定
し
て
も
、
空

き
家
の
管
理
は
、
持
主
の
権

利
と
責
任
の
下
で
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
地

域
の
協
力
を
得
て
、
消
防
・

防
犯
の
面
か
ら
見
回
り
を
強

化
す
る
ほ
か
、
空
き
家
情
報

の
共
有
を
進
め
る
な
ど
制
度

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

新公会計制度とは… 
既存の地方自治体の会
計制度である単式簿記・
現金主義会計の仕組みに、
民間企業の会計制度であ
る複式簿記・発生主義会
計を採り入れたものです。 

新
公
会
計
制
度 

わ
か
り
や
す
い
財
務
情
報
の
公
表
を 

部
長 

町
独
自
の
会
計
モ
デ
ル
を
近
く
公
表
す
る 
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一
　
般 

質
　
問 

前

田

新

生

 

前田新生  

町制50周年記念事業 

先人の優れた事業をまとめては 
部長 推進委員会で検討していく 

①
「
５０
周
年
記
念
 

事
業
推
進
委
員
会
」
 

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
 

②
記
念
事
業
と
し
て
、
先
人

の
工
場
誘
致
政
策
や
土
地
改

良
事
業
な
ど
優
れ
た
事
業
を

整
理
し
、
ま
と
め
て
は
ど
う

か
。
 

①
住
民
、
企

業
、
各
種
ま

ち
づ
く
り
団
体
、
行
政
の
4

者
の
協
働
に
よ
り
実
施
す
る

た
め
に
、
２３
年
3
月
に
推
進

委
員
会
を
設
置
し
た
。
 

　
委
員
は
、
公
募
で
選
定
さ

れ
た
者
3
人
、
町
制
５０
周
年

記
念
事
業
を
自
ら
企
画
、
運

営
し
た
い
と
い
う
志
の
あ
る

人
１５
人
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
2
人
の
計

２０
人
で
構
成
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
9
月
1
日
に
は
、

第
1
回
目
の
会
議
を
開
催
し

た
。
 

②
昨
年
秋
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
ま
と
め
た
記
念
事

業
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
、

推
進
委
員
会
で
、
町
の
歴
史

映
像
化
事
業
を
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
。
 

    

①
平
成
２７
年
度
を

目
標
年
度
と
し
た

大
口
町
総
合
計
画
。
中
間
年

を
過
ぎ
た
が
、
計
画
に
あ
る

行
政
改
革
の
成
果
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
 

②
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、

改
革
の
達
成
目
標
、
年
次
を

明
示
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が

達
成
で
き
た
か
。
 

①
総
合
計
画

策
定
後
、
試

行
錯
誤
を
経
て
平
成
２２
年
度

末
に
行
政
経
営
計
画
書
の
策

定
に
始
ま
り
、
予
算
編
成
、

主
要
施
策
及
び
決
算
監
査
ま

で
の
一
連
の
流
れ
は
体
系
化

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組

み
を
運
用
し
な
が
ら
見
直
し
、

そ
の
効
果
や
職
員
の
意
識
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
 

②
平
成
１７
年
か
ら
5
年
間
を

計
画
期
間
と
し
た
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。
 

　
今
後
も
引
き
続
き
、
行
政

経
営
計
画
の
策
定
及
び
施
策

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

総
合
計
画
の
精
神

理
念
に
沿
っ
て
、

今
後
も
行
政
経
営
計
画
書
の

中
で
、
P
D
C
A
を
進
め
て

い
く
。
 

前
田 

前
田 

町
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

第
6
次
大
口
町
総
合
計
画
 

中
間
評
価
と
成
果
目
標
の
明
示
を 

部
長 

２２
年
度
末
に
体
系
化
で
き
た 

PR用のぼり旗 

PDCAとは… 
PDCAとは、P（Plan）・D（Do）・C（Check）・
A（Action）という事業活動の「計画」「実施」
「監視」「改善」サイクルのこと。 
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一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

開
校
当
初
は
保
護

者
や
町
民
の
不
満

の
声
も
聞
か
れ
た
。
3
年
た

っ
た
現
在
で
は
先
生
方
と
生

徒
た
ち
の
人
間
関
係
が
良
好

に
な
り
、
指
導
が
浸
透
し
学

校
も
落
ち
着
き
、
教
育
効
果

が
向
上
し
て
い
る
。
 

　
こ
れ
も
、
教
育
委
員
会
の

働
き
か
け
や
地
域
の
人
た
ち

の
協
力
の
お
か
げ
と
推
察
し

て
い
る
。
 

①
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
導
入

後
の
成
果
と
課
題
は
。
 

②
課
題
に
つ
い
て
ど
ん
な
改

善
や
工
夫
を
し
た
の
か
。
 

③
教
育
委
員
会
と
し
て
教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
が
今
後
有
効

に
機
能
す
る
働
き
か
け
は
。
 

①
教
科

セ
ン
タ

ー
方
式
は
自
ら
の
意
思
で
学

習
す
る
力
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
し
た
も
の
。
 

　
生
徒
に
と
っ
て
は
、
こ
う

し
た
目
的
を
意
識
し
た
姿
勢

が
見
え
始
め
た
こ
と
、
ま
た

教
師
に
と
っ
て
は
、
教
科
ご

と
の
教
室
に
教
員
が
い
る
た

め
、
複
数
の
生
徒
の
質
問
に

容
易
に
対
応
で
き
る
こ
と
が

成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
 

　
一
方
、
2
中
学
校
を
統
合

し
、
規
模
が
大
き
く
な
っ
た

た
め
、
生
徒
間
の
意
識
や
感

覚
の
す
れ
違
い
が
問
題
や
課

題
と
な
っ
た
 

②
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
に
、

教
師
の
意
識
改
革
や
授
業
改

革
に
取
り
組
み
、
教
師
主
導

の
一
斉
授
業
か
ら
授
業
づ
く

り
を
見
直
し
た
。
こ
う
し
た

検
証
と
改
善
の
繰
り
返
し
に

よ
り
、
大
口
独
自
の
教
科
セ

ン
タ
ー
方
式
を
構
築
し
て
い
る
。
 

③
当
方
式
を
独
自
の
教
育
環

境
と
し
て
整
え
、
多
様
な
学

習
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う

に
し
て
き
た
。
 

　
ま
た
、
開
校
4
年
目
を
迎

え
、
現
場
の
考
え
を
聞
き
な

が
ら
検
証
し
て
い
る
。
 

扶
桑
町
で
は
学
校

支
援
員
が
、
小
中

学
校
で
３１
人
配
置
さ
れ
て
い

る
。
教
育
効
果
を
一
層
上
げ

る
た
め
と
教
師
の
心
労
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
次
年
度

か
ら
枠
内
配
分
以
外
の
予
算

で
、
小
学
校
の
学
校
支
援
員

の
増
員
の
検
討
を
し
て
は
ど

う
か
。
 

本
町
の
教
育
費

予
算
は
、
近
隣

市
町
と
比
較
し
て
も
引
け
を

と
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
 

　
学
校
支
援
員
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
状

況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
学

校
現
場
と
の
連
携
を
深
め
、

何
を
優
先
す
べ
き
か
を
よ
く

検
討
し
判
断
し
た
い
。
 

伊
藤 

伊
藤 

生
涯
教
育
部
長 

教
育
長 

教
科
セ
ン
タ
ー
方
式 

導
入
後
の
評
価
と
今
後
の
対
策
は 

部
長 
大
口
独
自
方
式
を
構
築
し
て
い
く 

小学校の学校支援員の増員を 
教育長 改めて、学校現場と検討したい 

伊藤　浩  

西小学校の運動会=10月8日撮影 

【その他の質問】 
児童生徒にどのような力を身につけて
ほしいのか。 

問 
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旧大口北小学校跡地利用 

跡地利用の検討の推進を 
部長 遊び場などに暫定利用する 

公
共
施
設
の
耐
震
状
況 

公
共
施
設
の
耐
震
対
策
を 

部
長 

中
央
公
民
館
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
く 

①
移
転
決
定
後
、

跡
地
の
利
用
検
討

経
過
は
。
 

②
跡
地
整
備
に
お
け
る
小
口

城
址
へ
の
影
響
は
な
い
か
。
 

③
跡
地
利
用
で
現
在
計
画
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。
 

④
今
年
の
3
月
に
、
整
備
す

る
た
め
の
予
算
が
つ
い
た
が
、

整
備
は
さ
れ
た
の
か
。
 

⑤
貸
し
出
し
の
手
続
き
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
 

⑥
今
後
の
跡
地
利
用
検
討
に

つ
い
て
、
町
民
へ
の
お
知
ら

せ
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
 

①
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、

移
転
決
定
の
際
に
学
校
移
転

後
と
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

１０
月
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

本
年
7
月
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
本
格
的
に
検
討
し
て
い

る
。
 

②
校
舎
解
体
後
、
歴
史
民
俗

資
料
館
が
試
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
現
在
取
り
ま
と
め
中
。

今
後
何
ら
か
の
施
設
を
建
設

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

遺
跡
発
掘
本
調
査
が
必
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

③
将
来
的
な
計
画
の
予
定
は
、

今
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
。
行

政
財
産
を
今
す
ぐ
処
分
す
る

気
も
な
い
。
 

④
整
備
は
、
完
了
し
て
い
る
。

地
元
の
方
や
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
と
し
て
、
暫
定
利
用

で
き
る
よ
う
施
錠
せ
ず
、
開

放
し
て
い
る
。
 

⑤
ど
の
よ
う
に
貸
し
出
し
す

る
か
は
、
現
在
検
討
し
て
い

る
。
 

⑥
一
定
の
段
階
ご
と
に
、
そ

の
経
過
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。
 

各
施
設
の
耐
震
状

況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
 

・
町
民
会
館
、
健
康
文
化
セ

ン
タ
ー
 

・
地
区
の
学
共
、
集
会
施
設
 

・
4
保
育
園
と
2
幼
稚
園
 

・
中
央
公
民
館
 耐

震
性
能
が

確
保
さ
れ
て

い
な
い
施
設
は
、
中
央
公
民

館
の
み
。
 

　
そ
の
他
の
施
設
は
、
耐
震

性
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
 

い
つ
ま
で
に
、
耐

震
化
を
す
る
の
か
。
 

中
央
公
民
館

に
つ
い
て
は
、

平
成
7
年
に
耐
震
診
断
を
し

た
結
果
で
は
補
強
を
要
す
る

と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
し
か
し
、
提
案
さ
れ
た
改

修
方
法
は
、
建
物
の
機
能
を

確
保
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
よ
っ
て
、
再
度
、
耐
震

の
改
修
工
法
を
含
め
て
当
時

の
診
断
し
た
業
者
と
相
談
し
、

平
成
２７
年
度
ま
で
に
は
、
耐

震
化
を
進
め
て
い
く
。
 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

　

治

 

酒井　治  

対策が必要な中央公民館 
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①
西
小
学
校
交
差

点
か
ら
江
南
市
境

ま
で
の
県
道
小
口
岩
倉
線
の

工
事
予
定
に
つ
い
て
、
用
地

の
確
保
が
で
き
次
第
、
工
事

に
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

い
つ
か
ら
工
事
が
始
ま
る
の

か
。
 

　
西
小
学
校
通
学
路
の
安
全

確
保
の
た
め
に
も
、
一
刻
も

早
い
完
成
を
県
に
働
き
か
け

ら
れ
な
い
か
。
 

②
青
木
川
放
水
路
の
町
内
の

延
長
工
事
は
、
い
つ
か
ら
始

ま
る
の
か
。
 

①
当
路
線
に

つ
い
て
は
、

青
木
川
放
水
路
工
事
も
予
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
道

路
の
南
側
を
先
行
着
手
し
て

い
る
。
幅
3
メ
ー
ト
ル
の
用

地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中

に
整
備
の
見
込
み
が
つ
い
た

と
こ
ろ
。
今
後
、
南
側
の
歩

道
設
置
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
着
手
区
間

に
つ
い
て
は
児
童
・
生
徒
の

安
全
に
配
慮
す
る
か
た
ち
で

要
望
し
て
い
く
。
 

　
ま
た
、
北
側
に
つ
い
て
は
、

県
並
び
に
地
権
者
と
協
議
し

て
い
く
。
 

②
昭
和
川
か
ら
奈
良
子
川
ま

で
の
工
事
は
、
県
道
小
口
岩

倉
線
の
敷
地
内
の
た
め
、
道

路
工
事
を
先
行
さ
せ
、
状
況

を
見
な
が
ら
取
り
か
か
る
予

定
。
 

①
開
設
後
２７
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、

フ
イ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

の
木
製
遊
具
が
立
ち
入
り
禁

止
テ
ー
プ
を
巻
か
れ
、
使
用

で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
遊
具
の
材

質
を
含
め
、
新
し
い
遊
具
の

検
討
も
し
て
は
ど
う
か
。
 

②
管
理
棟
2
階
の
会
議
室
の

利
用
が
、
２２
年
度
実
績
で
は

延
べ
4
時
間
分
し
か
な
く
、

ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
状
況
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
交
流
体
験
活
動
が
で
き

る
催
し
や
展
示
な
ど
他
の
活

用
を
検
討
で
き
な
い
か
。
 

①
遊
具

に
つ
い

て
は
、
毎
年
点
検
し
修
繕
し

て
い
る
が
、
木
製
で
あ
る
た

め
基
礎
部
分
の
腐
食
等
か
ら
、

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い

る
。
現
在
あ
る
6
遊
具
の
う

ち
3
遊
具
が
使
用
禁
止
に
な

っ
て
い
る
。
使
用
禁
止
遊
具

に
つ
い
て
は
、
年
内
に
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

②
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
交

流
体
験
活
動
や
、
生
涯
学
習

の
事
業
展
開
の
場
と
し
て
お

知
ら
せ
し
て
い
く
。
 

大
島 

大
島 

生
涯
教
育
部
長 

建
設
部
長 

県
道
小
口
岩
倉
線
（
都
市
計
画
道
路
江
南
大
口
線
） 

県
道
の
整
備
を
早
期
に
実
現
せ
よ 

部
長 
道
路
南
側
を
順
次
整
備
す
る 

【その他の質問】 
名濃バイパス、名濃道路
の建設整備促進を。 

白山ふれあいの森の整備 

遊具修繕と管理棟の有効活用を 
部長 修繕は年内に対応する 

問 

一
　
般 

質
　
問 

大

島

保

憲

 

大島保憲  

使用禁止の遊具 

道路南側の整備現場=10月4日撮影 

工事箇所 工事箇所 
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【その他の質問】 
健康文化センターと福祉会館
の間に横断歩道の設置を 
福祉避難所の拡充について 

問 

問 

住宅リフォームに助成を 
部長 現行制度を活用していく 

国
民
健
康
保
険 

な
ぜ
国
保
税
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
た
の
か 

部
長 

医
療
給
付
費
の
増
加
に
よ
る 

あ
る
程
度
老
朽
化

し
た
木
造
建
物
に

住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
、

地
震
は
大
変
心
配
で
あ
る
。

住
宅
の
耐
震
補
強
の
推
進
で
、

小
規
模
事
業
者
の
景
気
浮
揚

と
、
雇
用
の
促
進
を
図
る
経

済
対
策
と
し
て
の
町
の
施
策

が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

せ
め
て
、
最
初
の
受
付
窓
口

を
考
え
て
は
ど
う
か
。
 

　
よ
っ
て
、
6
月
定
例
会
に

引
き
続
き
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
強
く
要
求
す

る
。
 

①
一
般
住
宅
、
特
に
昭
和
５６

年
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
耐
震
補
強
工

事
の
無
料
診
断
の
対
象
に
な

る
家
屋
は
何
戸
か
。
 

②
介
護
保
険
制
度
の
中
で
、

２０
万
円
を
上
限
と
し
て
工
事

費
用
の
9
割
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
る
が
、
利
用
者
が
何

件
あ
っ
た
か
。
 

③
経
済
的
観
念
か
ら
、
税
収

増
を
目
指
す
方
策
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。
 

①
耐
震
補
強

の
必
要
な
住

宅
は
、
1
7
6
0
戸
あ
る
。
 

②
４９
件

あ
っ
た
。
 

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
に
対

す
る
町
の
考
え
方
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
業
目
的

を
も
っ
た
住
宅
改
修
の
現
行

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

①
平
成
２３
年
度
に
、

な
ぜ
国
民
健
康
保

険
税
の
上
限
額
を
７７
万
円
に

値
上
げ
を
し
た
の
か
。
 

②
財
政
調
整
基
金
は
、
今
現

在
ど
れ
だ
け
に
な
っ
た
か
。
 

③
平
成
２３
年
度
は
、
医
療
給

付
費
が
伸
び
る
想
定
で
あ
っ

た
が
、
結
果
的
に
余
裕
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
を

保
険
料
の
算
出
基
準
や
軽
減

率
を
変
え
る
な
ど
し
て
、
町

民
が
喜
ぶ
よ
う
な
こ
と
を
し

て
は
ど
う
か
。
 

①
平
成

２２
年
度

を
運
営
す
る
中
で
、
医
療
給

付
費
が
伸
び
た
。
介
護
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
を

考
え
る
中
で
、
今
後
不
足
を

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
・

答
申
を
受
け
、
値
上
げ
に
踏

み
切
っ
た
。
 

②
平
成
２２
年
度
の
決
算
額
は
、

6
7
9
0
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

今
回
の
補
正
予
算
で
7
6
4
 

5
万
円
積
み
上
げ
る
と
、
1

億
4
0
0
0
万
円
ほ
ど
に
な

る
。
 

③
今
回
、
財
政
調
整
基
金
に

積
み
上
げ
る
考
え
に
い
た
っ
 

た
の
は
、
毎
年
、
繰
越
金
を

あ
て
に
し
て
当
初
予
算
を
編

成
し
て
い
た
が
、
単
年
度
の

状
況
を
適
正
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
を
す
る
た
め
に

講
じ
た
策
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
大
口
町
と
し
て
健
全
な
運

営
を
し
な
が
ら
、
軽
減
策
等

に
も
目
を
向
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
 

江
幡 

町
長 

江
幡 

建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

江幡満世志  
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超
高
齢
社
会
に
な

り
認
知
症
高
齢
者

も
確
実
に
増
え
て
い
る
。
難

聴
が
認
知
症
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
 

①
過
去
の
質
問
で
聴
覚
検
査

の
導
入
を
提
案
し
、
「
実
態

把
握
に
努
め
前
向
き
に
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
対
応
は

ど
う
か
。
 

②
他
市
で
は
、
特
定
健
診
に

移
行
後
も
聴
覚
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
介
護
予
防
の
充

実
を
図
り
、
聴
覚
検
査
の
導

入
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

③
「
簡
易
聴
覚
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

は
、
高
齢
者
の
難
聴
と
認
知

症
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
の
で
、

要
支
援
者
や
老
人
会
な
ど
で

導
入
し
て
は
ど
う
か
。
 ①

「
基
 

本
健
診
」
 

は
、
平
成
２０
年
度
よ
り
「
特

定
健
診
」
に
変
更
さ
れ
、
健

診
項
目
も
生
活
習
慣
病
の
発

見
及
び
予
防
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
聴
力
検
査
の
導
入
は

し
て
い
な
い
。
 

②
聴
力
検
査
に
つ
い
て
、
各

市
町
の
担
当
者
と
嘱
託
医
が

検
討
し
た
結
果
、
難
聴
は
聴

覚
中
枢
と
感
覚
細
胞
の
老
化

が
原
因
の
た
め
治
療
が
難
し

く
、
補
聴
器
を
使
用
し
て
い

る
の
が
現
状
。
 

　
よ
っ
て
健
診
項
目
に
加
え

て
い
な
い
。
 

③
「
簡
易
聴
覚
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

の
機
能
で
、
聞
き
取
れ
な
い

の
か
、
認
知
症
に
よ
り
理
解

で
き
な
い
の
か
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
点
に
注
目
し
て
い
る
。

そ
の
有
効
性
や
活
用
方
法
、

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

現
在
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
、
公
費
助
成
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
単
年
度

事
業
で
あ
る
。
3
回
の
接
種

が
必
要
で
あ
り
、
一
時
ワ
ク

チ
ン
の
品
薄
状
態
も
あ
っ
た
。
 

①
本
町
の
接
種
率
と
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

②
新
し
く
承
認
さ
れ
た
「
ガ

ー
ダ
シ
ル
」
へ
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

③
次
年
度
も
公
的
助
成
の
継

続
を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う

か
。
 

①
２３
年

7
月
末

現
在
の
対
象
者
数
は
6
2
5

人
で
、
接
種
者
数
は
1
8
2

人
で
あ
っ
た
た
め
、
接
種
率

は
２９
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
延

べ
接
種
回
数
は
、
3
5
6
回

で
あ
っ
た
。
 

　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
へ
予
診
票
の
郵
送
や

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行

っ
て
い
る
。
 

②
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
も
9
月

１５
日
よ
り
予
防
ワ
ク
チ
ン
と

し
て
公
費
助
成
の
対
象
に
な

り
、
医
療
機
関
に
も
通
知
し

て
い
る
。
 

③
助
成
は
、
今
年
度
限
り
と

さ
れ
て
い
る
が
、
引
き
続
き

国
の
動
向
や
県
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
、
事
業
の
継
続

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

高
齢
者
へ
の
聴
覚
検
診 

認
知
症
予
防
に
機
器
の
導
入
を 

部
長 
機
器
の
有
効
性
や
活
用
を
検
討
す
る 

【その他の質問】 
巡回バスの停留所に屋根の設
置を。 

子宮頸がん予防ワクチン 

公費助成の継続を 
部長 継続を検討していく 

問 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

柘植　満  

簡易聴覚チェッカー 

けい 
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決算に係る主要施策の成果報告書 

納得しがたい記述が散見 
部長 内容や記述方法も研究し指導する 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
駐
車
場 

職
員
は
離
れ
た
所
に
駐
車
し
て 

部
長 

総
合
運
動
場
北
側
へ
の
駐
車
を
検
討
す
る 

個
々
の
施
策
の
成
果
に
納

得
し
が
た
い
記
述
が
散
見
 

行
政
効
果
の
客
観
的

判
断
の
材
料
と
し
て
、

P
D
C
A
が
明
確
化
さ
れ
、

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
と
今
後
の
展
開
を
記
述
し

た
事
例
が
増
え
た
一
方
で
そ

う
で
も
な
い
事
例
も
散
見
さ

れ
る
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
 

報
告
書
は
、

決
算
認
定
を

議
会
へ
求
め
る
時
の
重
要
な

資
料
な
の
で
、
内
容
に
つ
い

て
は
単
な
る
施
策
の
結
果
の

羅
列
で
は
な
く
、
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
様
式

を
検
討
し
、
作
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
作
成
者
の
意
識
や

手
法
も
道
半
ば
で
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

P
D
C
A
を
よ
り
強
く
意
識

し
て
作
成
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。
 

 行
政
効
果
の
判
断
材
料
で

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
 

【
岡
（
提
案
）
】
報
告
書
の

様
式
改
正
だ
け
で
な
く
、

具
体
的
に
内
容
を
深
め
る

た
め
に
発
表
会
を
行
う
な

ど
、
み
ん
な
で
施
策
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
理
解
を

深
め
て
は
ど
う
か
。
 

 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
車
を
停
め
る

の
に
苦
労
し
て
い
る
と
の
声

が
あ
る
。
 

①
施
設
周
辺
全
体
で
の
駐
車

可
能
台
数
は
。
 

②
職
員
の
マ
イ
カ
ー
利
用
者

数
は
。
 

③
職
員
は
通
常
ど
こ
の
駐
車

場
を
利
用
し
て
い
る
の
か
。
 

①
6
5
 

6
台
。

内
訳
は
、
健
康
文
化
セ
ン
タ

ー
が
1
3
3
台
、
福
祉
会
館

1
5
8
台
、
温
水
プ
ー
ル
６８

台
、
総
合
運
動
場
2
9
7
台
。
 

②
職
員
と
し
て
、
町
職
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
で

勤
務
し
て
い
る
者
が
約
５０
人
。

ま
た
、
温
水
プ
ー
ル
、
福
祉

会
館
で
勤
務
し
て
い
る
職
員

が
約
４０
人
、
計
約
９０
人
い
る
。
 

③
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
勤

務
す
る
職
員
は
、
健
康
文
化

セ
ン
タ
ー
西
側
駐
車
場
、
温

水
プ
ー
ル
、
福
祉
会
館
勤
務

職
員
は
、
桃
花
台
線
北
側
駐

車
場
を
利
用
し
て
い
る
。
 

駐
車
場
の
確
保
に
向
け
 

今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
は
 

職
員
が
通
常
利
用
し

て
い
る
駐
車
場
と
、

施
設
の
利
用
者
が
利
用
し
た

い
駐
車
場
が
同
じ
こ
と
が
問

題
。
職
員
に
は
大
変
申
し
訳

な
い
が
,
少
し
離
れ
た
駐
車

場
を
利
用
す
る
こ
と
で
解
決

で
き
な
い
か
。
 

今
後
は
、

行
事
等

に
関
係
な
く
、
総
合
運
動
場

北
側
へ
の
駐
車
を
検
討
し
、

一
般
の
方
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
、
駐
車
場
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。
 

岡 

岡 

岡 

総
務
部
長 
健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

岡　孝夫  

健康文化センター駐車場 
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①
保
護
者
か
ら「
放

射
能
は
大
丈
夫
か
」

と
い
う
話
を
聞
く
。
放
射
能

測
定
器
を
購
入
し
て
、
そ
の

測
定
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

で
、
保
護
者
の
心
配
に
応
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
対
し
て
、現
在
、上
限

8
万
円
ま
で
補
助
し
て
い
る
。
 

　
こ
ん
な
ご
時
世
だ
か
ら
こ

そ
太
陽
光
発
電
の
補
助
金
額

と
補
助
回
数
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

③
原
子
力
発
電
か
ら
撤
退
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
の
認
識
は
ど

う
か
。
 

①
放
射

能
測
定

値
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
毎

日
、
新
聞
に
公
表
さ
れ
て
い

る
。
県
で
は
、
豊
橋
市
、
岡

崎
市
、
設
楽
町
、
一
宮
市
な

ど
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

を
設
置
す
る
動
き
が
あ
る
一

方
、
愛
知
県
町
村
会
か
ら
9

月
末
に
1
台
配
付
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
 

②
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を

目
的
に
制
定
し
た
補
助
金
で
、

余
剰
電
力
の
売
電
を
優
先
し

て
い
な
い
。
補
助
金
額
等
の

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。
 

③
原
子
力
技
術

に
は
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、
地

殻
上
の
問
題
や
核
廃
棄
物
の

処
理
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
点
に
は
、
大
き
な
不
安

が
あ
る
。
自
然
界
の
自
浄
作

用
を
超
え
て
し
ま
う
よ
う
な

技
術
導
入
に
つ
い
て
は
、
慎

重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
の
が
率
直
な
思
い
で
あ

る
。
原
子
力
発
電
か
ら
徐
々

に
そ
の
依
存
度
を
下
げ
て
い

く
こ
と
が
、
意
味
の
あ
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

①
保
護
者
か
ら
「
来

年
度
か
ら
中
学
校

や
小
学
校
の
給
食
が
、
無
償

化
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

本
当
か
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
た
が
、
本
当
な
の
か
。
 

②
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
る

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
給
食

費
も
、
実
質
無
償
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

①
児
童
 

・
生
徒

の
給
食
費
の
公
費
負
担
は
、

平
成
２２
年
度
か
ら
2
分
の
1

を
負
担
し
、
今
年
度
も
継
続

し
て
い
る
。
 

　
給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ

と
で
、
食
の
大
切
さ
、
食
品

に
対
す
る
意
識
、
生
産
者
、

給
食
を
つ
く
る
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
、
薄
ら
ぐ

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
 

　
ま
た
、
地
産
地
消
と
学
校

給
食
、
生
産
者
と
学
校
給
食

の
関
わ
り
の
課
題
も
あ
る
の

で
、
時
間
を
か
け
て
検
証
し

て
い
く
た
め
、
当
分
の
間
、

現
状
の
2
分
の
1
公
費
負
担

を
継
続
し
て
い
く
。
 

②
養
護
学
校
の
給
食
費
は
、

対
象
で
あ
れ
ば
就
学
支
援
費

と
し
て
翌
月
に
支
払
っ
た
2

分
の
1
が
補
助
さ
れ
て
い
る
。
 

　
な
お
、
養
護
学
校
へ
通
う

児
童
・
生
徒
へ
の
給
食
費
の

公
費
負
担
に
つ
い
て
、
現
行

の
2
分
の
1
の
公
費
負
担
を

町
内
在
住
者
で
町
外
の
学
校

へ
在
籍
す
る
場
合
も
、
対
象

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

吉
田 

吉
田 

地
域
協
働
部
長 

副
町
長 

生
涯
教
育
部
長 

放
射
能
測
定
器
を
購
入
し
て 

部
長 
9
月
末
に
1
台
配
備
す
る
 

【その他の質問】 
障害児にも紙おむつ等（パットも含む）の補助を 
心身障害高校生奨学金の復活を要求して 
来年度の介護保険料　後期高齢者医療保険料は値
上げされるのか 
2市2町ごみ処理問題、江南市長の真意は何か 

学校給食費は無償化になるのか 
部長 現状の2分の1負担を継続する 

問 
問 
問 

問 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

吉田　正  
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総務建設常任委員会視察 

消
防
団
経
験
者
が
被
災
者
を
救
う 

　
淡
路
市
北
淡
町
　
防
災
組
織
＝
消
防
団
が
原
点 

大阪市立阿倍野防災センター 

「自らの命は自らで守る」信念を追求 

　
東
日
本
大
震
災
に
並
ぶ
、

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
阪
神
大

震
災
も
、
は
や
１６
年
余
り
が

す
ぎ
ま
し
た
。
 

　
震
災
は
、
人
の
人
生
も
価

値
観
も
変
え
て
し
ま
う
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
震
災
後
の
対

応
が
、
評
価
さ
れ
た
経
緯
か

ら
、
大
口
町
の
取
り
組
み
を

原
点
か
ら
検
証
す
る
た
め
「
防

災
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
し
て

き
ま
し
た
。
 

 団
員
経
験
者
が
地
域
の
力
 

 　
合
併
前
の
旧
北
淡
町
に
は
、

人
口
の
5
％
に
あ
た
る
5
0
 

0
人
余
の
団
員
経
験
者
が
お

り
、
全
員
で
確
認
作
業
を
進

め
た
結
果
、
震
災
発
生
の
１２

時
間
後
に
、
不
明
者
0
（
ゼ

ロ
）
と
報
告
で
き
ま
し
た
。
 

　
そ
の
対
応
の
速
さ
が
、
の

ち
に
評
価
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
 

 

  復
興
の
要
は
住
民
の
 

一
致
協
力
と
意
識
改
革
 

 　
旧
北
淡
町
時
代
は
、
町
の

負
債
も
多
く
、
瓦
礫
の
処
理

も
、
国
が
半
分
、
県
と
町
が

4
分
の
1
を
負
担
す
る
と
い

う
状
態
で
、
多
く
の
費
用
が

か
か
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

町
は
職
員
給
与
を
１０
％
削
減
、

議
員
定
数
も
１０
％
削
減
。
危

機
管
理
と
し
て
、
避
難
所
に

標
高
を
表
示
し
、
避
難
経
路

の
表
示
を
進
め
る
一
方
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
、

D
V
D
を
活
用
し
た
住
民
へ

の
意
識
改
革
や
自
分
で
命
を

守
る
意
識
づ
け
を
お
願
い
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
「
地
域
を
守
る
」
と
い
う

考
え
方
が
、
自
分
を
守
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。
 

災
害
時
に
は
防
災
知
識

と
技
術
が
必
要
 

 　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教

訓
か
ら
市
が
市
民
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
た
と
き
、

災
害
発
生
時
に
市
民
一
人
ひ

と
り
が
適
切
な
行
動
が
取
れ

る
よ
う
に
防
災
の
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必

要
と
い
う
こ
と
に
い
き
つ
き

ま
し
た
。
 

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
 

 

防
災
学
習
と
地
震
災
害

が
体
験
で
き
る
施
設
 

 　
施
設
内
に
は
防
災
知
識
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
災

害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
普
段
、
防
災
訓
練

で
は
経
験
で
き
な
い
「
煙
中

コ
ー
ナ
ー
」
や
「
1
1
9
番

通
報
コ
ー
ナ
ー
」
、
「
救
出

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
は
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
委
員
長
　
柘
植
　
満
）
 

震災当時の担当者からの説明 

防災センター内の多様な体験コーナー 

ほ
く 

だ
ん 

7/12（火）～13（水） 
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文教福祉常任委員会視察 

4
年
ほ
ど
前
に
1
人
、昨
年
度
も
1
人
が
行
方
不
明
 

認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
対
策
が
急
務 

　
広
島
県
熊
野
町
　
県
の
モ
デ
ル
事
業
を
活
用 

保育所を含め、民営化を積極的に推進 
　広島県庄原市　サービスの質と経費削減の両立が課題 

高
齢
化
率
が
高
く
、
認
知

症
傾
向
が
目
立
つ
地
域
 

 　
熊
野
町
は
、
前
期
高
齢
化

率
が
６１
・
4
％
と
県
の
数
値

よ
り
も
１０
％
以
上
高
く
、
高

齢
化
率
も
２５
・
9
％
と
県
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
本
年
3
月
現
在
の

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
6
7
5
 

8
人
の
う
ち
介
護
認
定
者
が

9
1
4
人
、
さ
ら
に
そ
の
約

半
数
の
4
8
9
人
が
、
何
ら

か
の
形
で
認
知
症
の
傾
向
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

 県
の
モ
デ
ル
事
業
を
 

活
用
 

 　
平
成
２１
年
度
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
住
民
に
理
解
を
求

め
る
講
演
会
の
開
催
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
支
援
、
徘

徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
向
け
た
検
討
会
や
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

　
平
成
２２
年
度
は
、
徘
徊

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
、
引
き
続
き
注
力
さ
れ

ま
し
た
。
 

 関
係
機
関
が
連
携
す
る

シ
ス
テ
ム
で
見
守
り
を

強
化
 

 　
現
在
、
登
録
者
は
5
人
で

す
が
、
地
域
み
ん
な
で
見
守

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
し
っ

か
り
で
き
て
い
た
と
こ
ろ
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
 

指
定
管
理
で
民
営
化
推
進
 

 　
庄
原
市
は
、
厳
し
い
財
政

が
続
く
中
、
三
位
一
体
改
革

に
よ
り
打
撃
を
受
け
、
事
業

全
般
の
見
直
し
を
行
い
、
民

間
委
託
と
し
て
指
定
管
理
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
 

 運
営
母
体
は
 

市
出
資
の
株
式
会
社
 

 　
平
成
１６
年
に
、
市
が
1
0
 

0
％
出
資
し
、
株
式
会
社
を

設
立
し
ま
し
た
。
 

　
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

保
育
所
の
運
営
を
始
め
学
校

給
食
の
調
理
も
行
っ
て
い
ま

す
。
 

 成
功
例
か
ら
学
ぶ
も
の
 

 　
現
在
、
5
保
育
所
が
民
営

化
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の

施
設
に
看
護
師
の
配
置
と
特

例
延
長
な
ど
、
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
 

 民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
で
 

改
善
を
重
ね
て
い
く
 

 　
当
初
は
、
保
育
所
の
職
員

が
全
員
変
わ
る
こ
と
へ
の
保

護
者
の
理
解
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
運
営
経
費
の
見
直
し

な
ど
課
題
は
残
る
が
、
今
後

も
、
民
間
委
託
を
進
め
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
 

　
ひ
と
つ
の
成
功
例
と
し
て
、

本
町
の
保
育
行
政
の
参
考
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
 

あいさつする岡委員長 

「徘徊SOSネットワーク」とは… 
　徘徊等による行方不明者が発生した際に、
警察や行政と連携しながら、行方不明者の情
報を共有し、早期発見・保護につなげるため
のネットワークです。 
　本町でも、「徘徊高齢者等家族支援サービス」
として同種のものを運用しています。 

7/4（月）～5（火） 

は
い
 

か
い
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新　　築 
南小学校 

南小学校建設特別委員会 

3月完成に向け工事は順調！ 
進行状況は約25％ 

　
9
月
２０
日
南
小
学
校
建
設

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

現
在
の
進
行
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
校
舎
棟
及
び
体
育
館
の
工

事
は
別
々
の
業
者
が
施
工
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
順

調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
現
場
の
作
業
員
に

は
、
熱
中
症
に
配
慮
し
た
労

務
管
理
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ひ
び
割
れ
を
防
止
す
る
た
め

に
夏
場
の
暑
い
期
間
中
は
水

を
う
つ
作
業
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
8
月
末
現
在
の
工

事
の
進
行
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

・
校
舎
棟
　
２５
・
9
％
 

・
体
育
館
　
２２
・
7
％
 

監
査
委
員
（
再
任
）
 

鈴
木
鹿
太
郎
さ
ん
（
秋
田
）
 

（
全
員
賛
成
）
 

新
教
育
委
員
 

中
里
み
ど
り
さ
ん
（
余
野
）
 

（
全
員
賛
成
）
 

 
    　

教
育
委
員
（
服
部
真
由
美
さ
ん
）
の
任

期
が
9
月
３０
日
で
満
了
に
な
る
た
め
。
 

 新
選
挙
管
理
委
員
 

服
部
光
延
さ
ん
（
外
坪
）
 

安
達
國
廣
さ
ん
（
上
小
口
）
 

安
藤
長
延
さ
ん
（
中
小
口
）
 

酒
井
保
孝
さ
ん
（
下
小
口
）
 

（
全
員
賛
成
で
同
意
）
 

新
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
 

井
上
正
晴
さ
ん
（
豊
田
）
 

三
輪
初
昇
さ
ん
（
大
屋
敷
）
 

近
藤
冨
士
男
さ
ん
（
余
野
）
 

耳
塚
昇
三
郎
さ
ん
（
さ
つ
き
ヶ
丘
）
 

（
全
員
賛
成
で
同
意
）
 

校舎棟（左）と体育館 
=現校舎から8月31日撮影 

新 委 員 の 紹 介 

■請負契約の変更（全員賛成で可決） 
　地盤改良工事の追加のため、請負契約金額を1800万円追加し、13憶3000万円となり、また、工期も16
日間延長され、平成24年3月16日までとなりました。 

か
 
た
 
ろ
う
 

た
け
 の
ぶ
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問 1年前の一般質問 

あれ
から どうなった?あれ
から どうなった?

過去の定例会で取り上げられた一般質問の中から、その後の町政にど
のように反映されたかを調査しました。今回は、平成22年6月定例会
及び9月定例会から選んでみました。 

全国的に耐震改修が進んでいないが、どう
なっているか。　　　　　　　　（柘植　満） 

21年度までに251戸の無料耐震診断を実施。
うち93戸が耐震改修を実施済み。 
22年度は、臨時職員を雇用し対象住宅の4

割の戸別訪問を終えたところ。現在の耐震診
断の申込は28戸。 

戸別訪問調査は、22年11月末に完了。無料
耐震診断の申込も年々増加している。耐震改
修工事や建て替えが今後の課題。 

いつ起きるかわからないのが天災。 
地震による倒壊を防ぐためにも、まずは「無

料耐震診断」制度を活用することが大切ですね。 

耐震改修促進計画と進行状況は 

戸別訪問調査は4割 
無料耐震診断の申込みもあり 

戸別訪問調査は完了 
無料耐震診断の申込みも増加 

質問者の満足度 

建設部長答弁 

どうなった 

要望の多い一時保育を実施する考えはないか。 
（丹羽　勉） 

次世代育成支援後期行動計画でも取り上げ
ているため民間事業者や子育て支援団体と調
整を図りながら保育園での実施を検討してい
きたい。 

23年4月より北保育園
で実施しています。 

一時保育の実施は 

民間事業者等と調整を図りながら 
保育園での実施を検討 

北保育園で実施中 

健康福祉部長答弁 

どうなった 

あれ
から どうなった?

一歩前進した印象だが、次世代育成支援後
期行動計画にも位置づけていかなければなら
ない重要なテーマです。継続と拡大していく
ことが課題ですね。 

質問者の満足度 まあまあ まあまあ 
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9 月
定
例
会
 N
o.1
8
8

平
成
2
3
年
1
1
月
1
日
 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

倉
知
敏
美 

 

酒
井
　
治 

宮
田
和
美 

吉
田
　
正 

丹
羽
　
孝 

岡
　
孝
夫 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

寿楽会って何ですか 寿楽会って何ですか 
じゅ らく かい 

会議録をご覧ください 
　町議会の会議録をインターネット

で公開しています。町のホームペ

ージ内に掲載していますので、ぜ

ひご覧ください。 

大口町議会 検索 

11月29日（火）　提案説明 
12月 2日（金）　質疑 
12月 5日（月）　質疑・委員会付託 
12月 7日（水）　総務建設常任委員会 
12月 8日（木）　文教福祉常任委員会 
12月13日（火）　一般質問 
12月14日（水）　一般質問 
12月16日（金）　討論・採決 

表紙の写真 
元気な子どもの写真を撮ろ
うと南保育園へ。園児たちが
「何するの」、「写真撮って、撮
って」の声、みんなが集まって
きました。「ハイ・チーズ！」－
得意のポーズで決まりました。 
=9月8日南保育園で 

■取材を終えて 
　お念仏当日は暑い日でしたが、皆さんの
生き生きとした笑顔が印象的でした。私も
撞木をたたき、数珠を回していると手が真
っ赤になり、血液循環が促進されているの
を実感しました。 

　寿楽会は、通常昼前から始まりますが、
みなさん待ち切れず、朝から集まりおしゃ
べりを楽しんでおられるようです。 
　こんなところにもみなさんの元気の源が
あると感じました。　　　　　（丹羽　孝） 

　健康や交通安全など講話や演芸、カ
ラオケもあり、この日が待ち遠しいと
思う人が多くみえます。月一回集まる
ことで、意見交換ができ、会員の状況
がわかり、安否確認にもなります。 
 
今日の集まりは何ですか 
　上小口の念仏講の皆さんの指導のも
と、伝統行事としてお盆過ぎに薬師寺
でお念仏によりご先祖様を供養してい
ます。 
　長い数珠を皆で回しながら撞木をた
たき、お念仏を唱えていると暑さも忘
れ、無心の境地になります。 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

お念仏でご先祖様の供養をされる上小口寿楽会の皆さん 

議
員
は
選
挙
区
内
の
方
に
、

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
・
寒
中
見

舞
い
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

年
賀
状
等
の 

　
　
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

 

議
会
だ
よ
り
 

60歳以上の上小口、萩島の住民の希望者が毎月15日
に集まり、会員が作った食事や会話を楽しんでいます。 

しゅ もく 
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